
(57)【要約】

【課題】プローブヘッドが装置本体に接続される超音波

診断装置において、プローブヘッド内で、デジタル整相

加算処理を行えるようにし、かつプローブケーブルを細

くできるようにする。

【解決手段】プローブヘッド１０内にはデジタル整相加

算部３０が設けられ、デジタル整相加算信号はＤ／Ａ変

換部３２によってアナログ信号に変換される。そのアナ

ログ信号としての整相加算信号が装置本体１２に伝送さ

れ、それがデジタル信号に再変換される。デジタル信号

での伝送の場合には複数の信号線が必要となるが、アナ

ログ信号であれば基本的に１つの信号線を利用するだけ

で足りる。プローブヘッド内においてサブ整相加算処理

を行い。装置本体内においてメイン整相加算処理を行う

ようにしてもよい。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 、 そ れ が プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ れ る 装 置 本 体 と 、 を 有 す る
超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド は 、
　 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 と 、
　 前 記 ア レ イ 振 動 子 か ら の 複 数 の ア ナ ロ グ 受 信 信 号 を 複 数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 変 換 す る
整 相 加 算 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 と 、
　 前 記 複 数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 対 し て 整 相 加 算 処 理 を 行 っ て デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を 生
成 す る 整 相 加 算 部 と 、
　 前 記 デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 装 置 本 体 は 、
　 前 記 ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 を デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 と 、
　 前 記 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 を
形 成 す る 画 像 形 成 部 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア レ イ 振 動 子 は 、 前 記 複 数 の 振 動 素 子 が ｍ （ 但 し 、 ｍ は ２ 以 上 の 整 数 ） 個 の サ ブ ア
レ イ に 区 分 さ れ る ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 で あ り 、
　 前 記 整 相 加 算 部 は 、 前 記 ｍ 個 の サ ブ ア レ イ に 対 応 し て 設 け ら れ た 回 路 で あ っ て 、 前 記 複
数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 対 し て サ ブ 整 相 加 算 処 理 を 行 っ て ｍ 個 の サ ブ デ ジ タ ル 整 相 加 算 信
号 を 生 成 す る ｍ 個 の サ ブ 整 相 加 算 回 路 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 は 、 前 記 ｍ 個 の サ ブ デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を ｍ 個 の サ ブ ア ナ ロ
グ 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る ｍ 個 の 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 は 、 前 記 ｍ 個 の サ ブ ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 を ｍ 個 の サ ブ デ ジ タ
ル 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る ｍ 個 の 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 装 置 本 体 は 、 更 に 、 前 記 ｍ 個 の サ ブ デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 対 し て メ イ ン 整 相 加 算
処 理 を 行 っ て メ イ ン 整 相 加 算 信 号 を 生 成 す る 少 な く と も １ つ の メ イ ン 整 相 加 算 部 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 装 置 本 体 に は 、 １ 回 の 超 音 波 の 送 受 波 で ｎ （ 但 し 、 ｎ は ２ 以 上 の 整 数 ） 個 の 受 信 ビ
ー ム を 形 成 す る た め に 、 ｎ 個 の メ イ ン 整 相 加 算 部 が 並 列 的 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 １ 回 の 超 音 波 の 送 受 信 ご と に ｎ （ 但 し 、 ｎ は ２ 以 上 の 整 数 ） 個 の 受 信 ビ ー ム が 形 成 さ れ
、
　 前 記 整 相 加 算 部 と し て 、 前 記 複 数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 対 し て 並 列 的 に ｎ 個 の 整 相 加 算
処 理 を 行 っ て ｎ 個 の デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を 生 成 す る ｎ 個 の 整 相 加 算 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 と し て 、 前 記 ｎ 個 の デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を ｎ 個 の ア ナ ロ グ 整
相 加 算 信 号 に 変 換 す る ｎ 個 の 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 と し て 、 前 記 ｎ 個 の ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 を ｎ 個 の デ ジ タ ル 整
相 加 算 信 号 に 変 換 す る ｎ 個 の 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 が 設 け ら れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド は 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 対 し て 複 数 の 送 信 信 号 を 供 給 す る 送 信 部 を
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有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 装 置 本 体 と の 間 に お け る 信 号 伝
送 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ア レ イ 振 動 子 が 多 素 子 化 し て い る 。 特 に 二 次 元 的 に 超 音 波 ビ ー ム を 電 子 走 査 可 能
な ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 は 多 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ る 。 よ っ て 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 内 に は そ
れ ら の 振 動 素 子 に 対 応 す る 多 数 の 信 号 線 を 挿 通 さ せ る 必 要 が あ り 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル が 著
し く 太 く な り 、 プ ロ ー ブ の 操 作 性 を 低 下 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 下 の 特 許 文 献 １ に は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に Ｃ Ｃ Ｄ を 設 け 、 そ れ に よ っ て プ ロ ー ブ ヘ ッ
ド 内 で 整 相 加 算 を 実 行 し 、 整 相 加 算 後 の 受 信 信 号 を 装 置 本 体 へ 伝 送 す る も の が 示 さ れ て い
る 。 し か し 、 こ の 方 式 に よ る と 、 確 か に 信 号 線 の 本 数 を 削 減 で き る も の の 、 ア ナ ロ グ 整 相
加 算 処 理 の た め に 様 々 な 制 約 が あ り 、 信 号 品 質 面 で も 問 題 が あ る も の と 思 わ れ る 。 特 に 、
１ 回 の 送 受 信 で 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 同 時 形 成 す る 方 式 な ど に は 対 応 困 難 で あ る と い う 点 を
指 摘 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 下 記 の 特 許 文 献 ２ に は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に お い て 複 数 の ア ナ ロ グ 受 信 信 号 を 複
数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 変 換 し 、 そ れ ら を 時 分 割 処 理 し て シ リ ア ル 信 号 に 変 換 し 、 そ れ を
装 置 本 体 へ 伝 送 す る も の が 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 時 分 割 処 理 ゆ え に 転 送 レ ー ト に 制 約
が あ り 、 特 に 多 数 の 振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 を 処 理 す る こ と は 実 際 上 極 め て 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ０ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ０ １ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に 多 数 の 振 動 素 子 が 設 け ら れ る 場 合 に お い て 、 プ ロ
ー ブ ケ ー ブ ル を 細 く で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 プ ロ ー ブ 内 で デ ジ タ ル 整 相 加 算 処 理 を 行 っ て も 信 号 線 の 本 数 を 削
減 で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 、 そ れ が プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ れ る 装 置 本 体 と
、 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド は 、 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア
レ イ 振 動 子 と 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 か ら の 複 数 の ア ナ ロ グ 受 信 信 号 を 複 数 の デ ジ タ ル 受 信 信
号 に 変 換 す る 整 相 加 算 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 と 、 前 記 複 数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 対 し て 整 相 加 算
処 理 を 行 っ て デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を 生 成 す る 整 相 加 算 部 と 、 前 記 デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号
を ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 と 、 を 含 み 、 前 記 装 置 本 体 は 、 前
記 ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 を デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 と 、 前 記
伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 を 形 成 す
る 画 像 形 成 部 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 で デ ジ タ ル 整 相 加 算 処 理 を 行 え る の で 、 デ ジ タ ル
処 理 ゆ え の 様 々 な 利 点 を 得 る こ と が で き 、 特 に 良 好 な 信 号 品 質 を 得 る こ と が で き る 。 そ の
上 で 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド か ら 装 置 本 体 へ の 信 号 伝 送 は ア ナ ロ グ 信 号 と し て 行 わ れ て お り 、 複

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-40418 A 2005.2.17



数 ビ ッ ト で パ ラ レ ル 伝 送 す る 場 合 の よ う に 、 １ つ の 信 号 当 た り 多 数 の 信 号 線 は 不 要 で あ る
。 つ ま り 、 整 相 加 算 後 の １ つ の 信 号 に つ き 基 本 的 に は １ 本 の 信 号 線 を 設 け れ ば よ い 。 装 置
本 体 側 で は 、 ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 か ら デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を 再 生 し 、 そ の デ ジ タ ル 整
相 加 算 信 号 が 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 で 複 数 の 信 号 が デ ジ タ ル 整 相 加 算 処 理 さ れ 、 し か も そ
れ に よ り 生 成 さ れ た デ ジ タ ル 信 号 が ア ナ ロ グ 伝 送 さ れ る た め に 、 デ ジ タ ル 信 号 処 理 に よ る
高 精 度 あ る い は 多 様 な 処 理 の 利 点 と ア ナ ロ グ 伝 送 の 簡 便 さ と い う 両 方 の 利 点 を 享 受 で き る
。 な お 、 上 記 の 装 置 本 体 は 、 ケ ー ー ブ ル コ ネ ク タ を 含 ん で も よ く 、 そ の ケ ー ブ ル コ ネ ク タ
内 に 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 な ど の 電 子 回 路 を 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 は 、 複 数 の 振 動 素 子 が ｍ （ 但 し 、 ｍ は ２ 以 上 の 整 数 ） 個
の サ ブ ア レ イ に 区 分 さ れ る ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 で あ り 、 前 記 整 相 加 算 部 は 、 前 記 ｍ 個 の サ ブ
ア レ イ に 対 応 し て 設 け ら れ た 回 路 で あ っ て 、 前 記 複 数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 対 し て サ ブ 整
相 加 算 処 理 を 行 っ て ｍ 個 の サ ブ デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を 生 成 す る ｍ 個 の サ ブ 整 相 加 算 回 路
で 構 成 さ れ 、 前 記 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 は 、 前 記 ｍ 個 の サ ブ デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を ｍ 個 の
サ ブ ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る ｍ 個 の 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 で 構 成 さ れ 、 前 記 伝 送 用
Ａ ／ Ｄ 変 換 部 は 、 前 記 ｍ 個 の サ ブ ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 を ｍ 個 の サ ブ デ ジ タ ル 整 相 加 算 信
号 に 変 換 す る ｍ 個 の 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 で 構 成 さ れ 、 前 記 装 置 本 体 は 、 更 に 、 前 記 ｍ 個 の
サ ブ デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 対 し て メ イ ン 整 相 加 算 処 理 を 行 っ て メ イ ン 整 相 加 算 信 号 を 生
成 す る メ イ ン 整 相 加 算 部 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 で サ ブ ア レ イ ご と に サ ブ 整 相 加 算 処 理 が 実 行 さ れ
、 そ れ に よ り 生 成 さ れ た ｍ 個 の サ ブ デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 が そ れ ぞ れ ア ナ ロ グ 信 号 と し て
装 置 本 体 側 へ 伝 送 さ れ る 。 装 置 本 体 側 で は 、 ｍ 個 の サ ブ ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 を デ ジ タ ル
信 号 に 変 換 し た 後 に メ イ ン 整 相 加 算 処 理 し 、 こ れ に よ っ て メ イ ン デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 が
得 ら れ て い る 。 こ の よ う に 数 段 階 に わ た る 整 相 加 算 処 理 に よ っ て 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る よ
う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 装 置 本 体 に は 、 １ 回 の 超 音 波 の 送 受 波 で ｎ （ 但 し 、 ｎ は ２ 以 上 の 整 数
） 個 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る た め に 、 ｎ 個 の メ イ ン 整 相 加 算 部 が 並 列 的 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 望 ま し く は 、 １ 回 の 超 音 波 の 送 受 信 ご と に ｎ （ 但 し 、 ｎ は ２ 以 上 の 整 数 ） 個 の 受 信 ビ ー
ム が 形 成 さ れ 、 前 記 整 相 加 算 部 と し て 、 前 記 複 数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 対 し て 並 列 的 に ｎ
個 の 整 相 加 算 処 理 を 行 っ て ｎ 個 の デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を 生 成 す る ｎ 個 の 整 相 加 算 部 が 設
け ら れ 、 前 記 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 と し て 、 前 記 ｎ 個 の デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を ｎ 個 の ア ナ
ロ グ 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る ｎ 個 の 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 が 設 け ら れ 、 前 記 伝 送 用 Ａ ／ Ｄ 変
換 部 と し て 、 前 記 ｎ 個 の ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 を ｎ 個 の デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る
ｎ 個 の 伝 送 用 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 複 数 の デ ジ タ ル 受 信 信 号 に 基 づ い て ｎ 個 の デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 が
生 成 さ れ 、 そ れ ら が ア ナ ロ グ 信 号 と し て 装 置 本 体 側 へ 伝 送 さ れ る 。 １ 回 の 超 音 波 の 送 受 波
で ｎ 個 の 音 線 情 報 が 得 ら れ る の で 、 フ レ ー ム レ ー ト あ る い は ボ リ ュ ー ム レ ー ト を 向 上 で き
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド は 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 対 し て 複 数 の 送 信 信 号 を 供 給
す る 送 信 部 を 有 す る 。 こ の よ う に 送 信 部 を プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に 設 け れ ば 、 各 チ ャ ン ネ ル の
送 信 信 号 を 装 置 本 体 側 か ら プ ロ ー ブ ヘ ッ ド へ 供 給 す る 必 要 が な く な り 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル
を 細 径 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 な お 、 上 記 の 各 構 成 に お い て 、 並 列 配 置 さ れ る 複 数 の 回 路 に 代 え て 時 分 割 動 作 す る 単 一
の 回 路 を 設 け る よ う に し て も よ い 。 特 に 、 デ ジ タ ル 整 相 加 算 回 路 な ど の 場 合 に は 、 そ の 原
理 上 、 容 易 に 時 分 割 動 作 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 で デ ジ タ ル 整 相 加 算 を 行 え る
と 共 に 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 細 く で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 構 成 が 概 念 図 と し て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 大 別 し て プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト と 装 置 本 体 １ ２ と で 構 成 さ れ 、 プ ロ
ー ブ ユ ニ ッ ト は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ４ 及 び 図 示 さ れ て い な い ケ ー
ブ ル コ ネ ク タ に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ は 例 え ば 体 表 面 上 に 当 接 し て 用 い ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、
プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に お け る プ ロ ー ブ ケ ー ス 内 に 図 １ に 示 さ れ る よ う な 各 種 の 電 子 回 路 が 収 容
さ れ て い る 。 プ ロ ー ブ ケ ー ス は ユ ー ザ ー に よ っ て 把 持 さ れ る 外 形 を 有 し 、 そ の 先 端 面 に は
以 下 に 説 明 す る ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ は 、 複 数
の 振 動 素 子 １ ６ ａ を 二 次 元 配 列 し て な る も の で あ る 。 こ の ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ に よ っ て
超 音 波 ビ ー ム が 形 成 さ れ 、 そ の 超 音 波 ビ ー ム が 電 子 的 に 走 査 さ れ る 。 そ の 電 子 走 査 方 式 と
し て は 電 子 セ ク タ 走 査 な ど を あ げ る こ と が で き る 。 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ は 、 本 実 施 形 態
に お い て 例 え ば ３ ８ ４ 個 の 振 動 素 子 １ ６ ａ で 構 成 さ れ 、 そ れ ら の 複 数 の 振 動 素 子 １ ６ ａ が
後 述 す る よ う に ９ ６ 個 の サ ブ ア レ イ に 区 分 さ れ て い る が 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ の 構 成 と
し て は 当 然 に 他 の も の を 採 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ２ ０ ０ ０ 個 あ る い は ３ ０ ０ ０ 個
に も 及 ぶ 振 動 素 子 に よ っ て ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 ２
Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ が い わ ゆ る ス パ ー ス 型 の ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 内 に は 、 送 受 信 制 御 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 送 受 信 制 御 部 ２
０ は 、 装 置 本 体 １ ２ 内 に お け る 後 述 す る シ ス テ ム 制 御 部 ３ ６ か ら の 制 御 信 号 を 受 け て 、 そ
れ に し た が っ て プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 内 に 設 け ら れ た 各 電 子 回 路 の 動 作 制 御 を 行 っ て い る 。
特 に 、 送 受 信 制 御 部 ２ ０ は 、 以 下 に 説 明 す る 送 信 遅 延 制 御 及 び 受 信 遅 延 制 御 な ど を 行 っ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 送 信 デ ィ レ イ 部 ２ ４ は 、 複 数 の 送 信 チ ャ ン ネ ル に 対 応 し た 複 数 の 送 信 器 に よ っ て 構 成 さ
れ る 。 各 送 信 器 は 所 望 の 送 信 波 形 を 生 成 す る 回 路 と し て 構 成 さ れ て も よ い し 、 単 に 送 信 パ
ル ス を 生 成 す る 回 路 と し て 構 成 さ れ て も よ い 。 パ ル サ ー 部 ２ ６ は 、 送 信 デ ィ レ イ 部 ２ ４ に
よ っ て 一 定 の 遅 延 関 係 を も っ て 生 成 さ れ た 複 数 の 送 信 信 号 を そ れ ぞ れ ド ラ イ ブ し 、 こ れ に
よ っ て 複 数 の 送 信 駆 動 信 号 を ア レ イ 振 動 子 １ ６ に 対 し て 供 給 す る 。 こ の よ う な 複 数 の 送 信
駆 動 信 号 が ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 １ ６ ａ に 供 給 さ れ る と 、 そ の
２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ か ら 生 体 内 へ 超 音 波 が 放 射 さ れ 、 こ れ に よ っ て 送 信 ビ ー ム が 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 生 体 内 か ら の 反 射 波 は ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ に よ っ て 受 波 さ れ る 。 こ れ に よ り 、
複 数 の 振 動 子 素 子 １ ６ ａ か ら ア ナ ロ グ 信 号 と し て の 受 信 信 号 が Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ２ ８ へ 出 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ２ ８ は 、 複 数 の 受 信 チ ャ ン ネ ル に 対 応 し た 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に よ っ て 構
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成 さ れ て お り 、 入 力 さ れ る 受 信 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 か ら デ ジ タ ル 信 号 へ 変 換 す る 。 ち な み
に 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ と Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ２ ８ と の 間 に プ リ ア ン プ 群 な ど を 設 け る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 整 相 加 算 部 ３ ０ は 、 デ ジ タ ル ビ ー ム フ ォ ー マ ー と し て 構 成 さ れ 、 す な わ ち 複 数 の デ ジ タ
ル 受 信 信 号 に 対 し て 整 相 加 算 処 理 を 実 行 し 、 こ れ に よ っ て 整 相 加 算 後 の 信 号 （ デ ジ タ ル 整
相 加 算 信 号 ） を 生 成 す る 回 路 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 後 に 図 ２ に 示 す よ う に 、 整
相 加 算 部 ３ ０ が 複 数 の サ ブ 整 相 加 算 回 路 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 そ れ ら は 並 列 的 に 配 置
さ れ て い る 。 上 述 し た よ う に 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ が 例 え ば ３ ８ ４ 個 の 振 動 素 子 １ ６ ａ
に よ っ て 構 成 さ れ る 場 合 、 そ れ ら が ９ ６ 個 の サ ブ ア レ イ に 区 分 さ れ 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に
サ ブ 整 相 加 算 回 路 が 設 け ら れ る 。 各 サ ブ 整 相 加 算 回 路 は ４ チ ャ ン ネ ル 分 の 受 信 信 号 に つ い
て の サ ブ 整 相 加 算 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 ３ ２ は 、 整 相 加 算 部 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を ア ナ ロ グ
整 相 加 算 信 号 に 変 換 す る モ ジ ュ ー ル で あ る 。 整 相 加 算 部 ３ ０ か ら 複 数 の デ ジ タ ル 整 相 加 算
信 号 が 出 力 さ れ る 場 合 、 そ れ ら に 対 応 し て 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 ３ ２ が 、 複 数 の Ｄ ／ Ａ 変 換 器 に
よ っ て 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ２ ８ か ら 出 力 さ れ る デ ジ タ ル 受 信 信 号 が １ ２ ｂ
ｉ ｔ で 構 成 さ れ 、 整 相 加 算 部 ３ ０ か ら 出 力 さ れ る デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 が ２ ０ ｂ ｉ ｔ で 構
成 さ れ る 場 合 、 そ の ま ま の ビ ッ ト 数 で デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 を 装 置 本 体 に パ ラ レ ル に 供 給
す る と １ つ の 信 号 あ た り 極 め て 多 数 の 信 号 線 が 必 要 と な っ て し ま う 。 あ る い は 、 時 分 割 伝
送 を 行 う に し て も 、 極 め て 高 速 の 処 理 が 必 要 と さ れ 、 チ ャ ン ネ ル 数 が 極 め て 増 大 す る 場 合
に は そ の よ う な 時 分 割 に よ る 伝 送 も 不 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 一 方 に お い て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 そ の よ う な 多 ビ ッ ト か ら な る 信 号 が １ つ の ア
ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ て 出 力 さ れ る た め 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ４ を 構 成 す る 信 号 線 の 本 数
を 著 し く 削 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ４ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 １ 又 は 複 数 の 信 号 伝 送 用 の 信 号 線 ３
４ と 、 制 御 信 号 、 ク ロ ッ ク 信 号 、 電 力 ラ イ ン な ど か ら な る 複 数 の 制 御 線 ２ ２ な ど で 構 成 さ
れ る も の で あ る 。 制 御 線 ２ ２ は 例 え ば １ ０ ～ ２ ０ 本 の ラ イ ン に よ っ て 構 成 す る こ と が で き
、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ４ 全 体 と し て 数 十 本 程 度 の ラ イ ン す な わ ち 信 号 線 の み を 設 け れ ば よ
い の で 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ４ の 直 径 を 細 く で き 、 そ の 結 果 と し て 三 次 元 エ コ ー デ ー タ の
取 込 を 行 う 場 合 に お け る プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ の 操 作 性 を 極 め て 良 好 に で き 、 ま た ユ ー ザ ー
へ の 負 担 を 軽 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 装 置 本 体 １ ２ に つ い て 説 明 す る 。 シ ス テ ム 制 御 部 ３ ６ は 、 中 央 制 御 部 と し て 機 能
し 、 装 置 本 体 １ ２ 内 に お け る 各 構 成 の 動 作 制 御 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 受 信 処 理 部 ３ ８ は 、 本 実 施 形 態 に お い て Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ３ ９ を 有 し て い る 。 こ の Ａ ／ Ｄ 変
換 部 ３ ９ は 、 入 力 さ れ る ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 の 個 数 に 対 応 し た 個 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 か ら
な る も の で あ る 。 例 え ば 、 ９ ６ 個 の ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信 号 が 入 力 さ れ る 場 合 、 そ れ に 対 応
し て ９ ６ 個 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 が 設 け ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の ア ナ ロ グ 整 相 加 算 信
号 は デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 復 元 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 受 信 処 理 部 ３ ８ は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ３ ９ の 他 に 、 必 要 に 応 じ て メ イ ン 整 相 加 算 部 な ど を 有
す る 。 こ れ に つ い て は 後 に 図 ３ な ど を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 い ず れ に し て も 、 受 信 処 理 部 ３ ８ か ら デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ た 整 相 加 算 信 号 が 出 力 さ
れ る こ と に な り 、 ビ ー ム 処 理 部 ４ ０ は そ の よ う な 信 号 に 対 し て 必 要 な 信 号 処 理 を 実 行 す る
。 例 え ば エ コ ー 信 号 の 処 理 で あ れ ば ゲ イ ン 調 整 、 対 数 圧 縮 な ど の 処 理 が 施 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-40418 A 2005.2.17



【 ０ ０ ３ ５ 】
　 画 像 構 成 部 ４ ２ は 、 例 え ば デ ジ タ ル ス キ ャ ン コ ン バ ー タ （ Ｄ Ｓ Ｃ ） な ど に よ っ て 構 成 さ
れ 、 入 力 さ れ る 各 ビ ー ム ご と の 情 報 に 基 づ い て 断 層 画 像 や 三 次 元 画 像 な ど を 構 築 す る 。 そ
れ に よ り 形 成 さ れ た 超 音 波 画 像 は 表 示 部 ４ ４ に 表 示 さ れ る 。 ち な み に 、 入 力 部 ４ ６ は キ ー
ボ ー ド や ト ラ ッ ク ボ ー ル な ど を 有 す る 操 作 パ ネ ル に よ っ て 構 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 入 力 さ
れ た デ ー タ あ る い は 条 件 が シ ス テ ム 制 御 部 ３ ６ へ 渡 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ち な み に 、 以 上 の よ う に 多 数 の チ ャ ン ネ ル が 例 え ば ９ ６ チ ャ ン ネ ル に リ ダ ク シ ョ ン さ れ
る よ う な 場 合 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を そ の ま ま 利 用 し て メ イ ン 整 相 加 算 処 理 を 行
う こ と も 可 能 で あ る 。 た だ し 、 そ の 場 合 に お い て も シ ス テ ム 制 御 部 ３ ６ に お け る プ ロ グ ラ
ム 変 更 及 び 制 御 信 号 の 出 力 を 付 加 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ に は 、 図 １ に 示 し た プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 内 に お け る 特 に 受 信 系 の 具 体 的 な 構 成 が 例
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 は 複 数 の 振 動 素 子 １ ６ ａ に よ っ て 構 成 さ れ 、 そ れ ら
は 複 数 の サ ブ ア レ イ １ ６ ｂ に 区 分 さ れ る 。 こ の サ ブ ア レ イ １ ６ ｂ は 例 え ば ４ つ の 振 動 素 子
１ ６ ａ か ら な る も の で あ り 、 そ の ４ つ の 振 動 素 子 は 例 え ば 正 方 形 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 プ リ ア ン プ 群 ５ ０ は 各 振 動 素 子 １ ６ ａ ご と に 設 け ら れ た プ リ ア ン プ ５ ０ ａ に よ っ て 構 成
さ れ 、 こ れ と 同 様 に 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ２ ８ は 各 振 動 素 子 １ ６ ａ ご と に 設 け ら れ た Ａ ／ Ｄ 変 換
器 ２ ８ ａ に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 整 相 加 算 部 ３ ０ は 、 各 サ ブ ア レ イ １ ６ ａ ご と に 設 け ら れ た 複 数 の サ ブ 整 相 加 算 回 路 ５ １
に よ っ て 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 サ ブ ア レ イ １ ６ ａ 内 に お け る ４ つ の 受 信 信 号 に 対 し て 第
１ 段 階 目 の 整 相 加 算 を 実 行 す る も の で あ る 。 サ ブ 整 相 加 算 回 路 ５ １ は 図 ２ に 示 さ れ る よ う
に 複 数 の デ ィ レ イ 回 路 ５ ２ と そ の 出 力 を 加 算 す る 加 算 回 路 ５ ４ と で 構 成 さ れ て い る 。 デ ィ
レ イ 回 路 ５ ２ は 後 に 図 ４ を 用 い て 例 示 す る よ う に 入 力 さ れ る 信 号 に 対 し て 遅 延 時 間 を 付 与
す る 回 路 で あ る 。 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 ３ ２ は 、 各 サ ブ ア レ イ １ ６ ａ ご と に 設 け ら れ た Ｄ ／ Ａ 変 換
器 ３ ２ ａ に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う な 回 路 構 成 が 採 用 さ れ る 場 合 、 装 置 本 体 １ ２ に お け る 受 信 処
理 部 ３ ８ は 図 ３ に 示 す よ う な 構 成 と な る 。 す な わ ち 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ３ ９ は 各 サ ブ ア レ イ ご
と に 設 け ら れ た 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ９ ａ に よ っ て 構 成 さ れ 、 そ れ ら の 後 段 に は １ つ の メ
イ ン 整 相 加 算 回 路 ５ ６ が 設 け ら れ る 。 こ の メ イ ン 整 相 加 算 回 路 ５ ６ は 、 各 サ ブ ア レ イ ご と
に 出 力 さ れ る デ ジ タ ル 整 相 加 算 信 号 に 対 し て 遅 延 処 理 を 行 う 複 数 の デ ィ レ イ 回 路 ５ ８ と そ
れ ら の デ ィ レ イ 回 路 の 出 力 を 加 算 す る 加 算 回 路 ６ ０ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。 そ の 加 算 回 路
６ ０ か ら 、 メ イ ン 整 相 加 算 信 号 が デ ジ タ ル 信 号 と し て 出 力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ に は 、 図 ２ に 示 し た デ ィ レ イ 回 路 ５ ２ 及 び 図 ３ に 示 し た デ ィ レ イ 回 路 ５ ８ の 構 成 例
が 示 さ れ て い る 。 入 力 さ れ る 信 号 は ロ ー パ ス フ ィ ル タ （ Ｌ Ｐ Ｆ ） ６ ２ を 介 し て ラ イ ン メ モ
リ ６ ４ へ 入 力 さ れ る 。 ラ イ ン メ モ リ ６ ４ に お け る デ ー タ の 書 き 込 み 及 び 読 み 出 し は デ ィ レ
イ 制 御 器 ６ ６ に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 こ の デ ィ レ イ 制 御 器 ６ ６ は 特 に デ ー タ の 読 み 出 し
時 に お い て デ ィ レ イ メ モ リ ６ ８ に セ ッ ト さ れ た 遅 延 時 間 に し た が っ て ラ イ ン メ モ リ ６ ４ か
ら 所 定 の タ イ ミ ン グ で 信 号 を 読 み 出 す 。 そ の 読 み 出 さ れ た 信 号 は 補 間 回 路 ７ ０ に 出 力 さ れ
る 。 補 間 回 路 ７ ０ は 入 力 さ れ る 信 号 に 対 し て 微 少 量 （ 小 数 部 ） の 遅 延 時 間 の 調 整 を 行 う た
め に 補 間 処 理 を 実 行 し 、 こ れ に よ っ て デ ィ レ イ メ モ リ ６ ８ に セ ッ ト さ れ た デ ィ レ イ デ ー タ
に 相 当 す る 分 の 遅 延 時 間 だ け 遅 れ た 信 号 が 出 力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ち な み に 、 図 ４ に 示 す 回 路 構 成 を 時 分 割 動 作 さ せ る こ と に よ っ て １ つ の 回 路 で 複 数 の 信
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号 に 対 し て 遅 延 処 理 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ は デ ジ タ ル ビ ー ム フ ォ ー マ ー の 利 点 で
も あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に は 、 上 記 構 成 に 関 す る 変 形 例 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ に 示 す 例 に お い て は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に お け る Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ２ ８ の 後 段 に 、 複 数
の 整 相 加 算 部 ３ ０ が 並 列 的 に 設 け ら れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 整 相 加 算 部 ３ ０ は 、 １ 送 受 信 あ
た り 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 同 時 に 形 成 す る た め に 、 複 数 の 整 相 加 算 処 理 を 並 列 的 に 実 行 す る
も の で あ る 。 そ れ ら の 整 相 加 算 部 ３ ０ の 後 段 に は 複 数 の Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ２ ａ が 設 け ら れ る
。 よ っ て 、 図 ５ に 示 す 構 成 に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 内 に お い て 複 数 の 受 信 ビ ー ム を
電 子 的 に 形 成 す る 処 理 を 行 う こ と が で き 、 そ の 結 果 と し て 得 ら れ る 複 数 の 整 相 加 算 信 号 を
ア ナ ロ グ 信 号 と し て 装 置 本 体 １ ２ へ 伝 送 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ に 示 す 例 に お い て は 、 図 ２ に 示 し た 構 成 が 採 用 さ れ る こ と を 前 提 と し て 、 装 置 本 体
内 に 複 数 の メ イ ン 整 相 加 算 回 路 ５ ６ が 並 列 的 に 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部
３ ８ の 後 段 に は 、 互 い に 並 列 に 複 数 の メ イ ン 整 相 加 算 回 路 ５ ６ が 設 け ら れ て お り 、 各 メ イ
ン 整 相 加 算 回 路 ５ ６ は 複 数 の サ ブ ア レ イ に 対 応 し て 得 ら れ た 複 数 の サ ブ 整 相 加 算 信 号 に 対
し て ２ 段 目 の 整 相 加 算 処 理 を 実 行 し て そ れ に よ り メ イ ン 整 相 加 算 信 号 を 生 成 す る 。 こ れ に
よ っ て 、 １ 回 の 送 受 信 あ た り 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 電 子 的 に 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ
の 場 合 に お い て 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に お け る 複 数 の サ ブ 整 相 加 算 回 路 は 各 受 信 ビ ー ム で 共
用 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 内 に ク ロ ッ ク 発 生 器 を 設 け れ ば 、 装
置 本 体 側 か ら ク ロ ッ ク 信 号 を 供 給 す る 必 要 が な く な る 。 ま た 、 一 般 に 、 装 置 本 体 側 か ら 供
給 す る 同 期 信 号 及 び 制 御 信 号 は ス テ ー ト 信 号 と な る た め 、 受 信 信 号 に 対 し て の ノ イ ズ と い
っ た 問 題 は 解 消 あ る い は 低 減 さ れ る 。 上 記 実 施 形 態 に お い て は 様 々 な 数 値 が 登 場 し た が 、
そ れ ら は 一 例 で あ っ て 、 各 種 の 数 値 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ か ら 装 置 本 体 １ ２ へ ア ナ ロ グ 信 号 を 伝 送 す る 場 合 に お い て 、 そ の ア
ナ ロ グ 信 号 は 電 圧 信 号 と し て も よ い し 、 電 流 信 号 と す る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に お け る 受 信 系 の 具 体 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 装 置 本 体 に お け る 受 信 処 理 部 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す デ ィ レ イ 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 同 時 形 成 す る た め の 回 路 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 同 時 形 成 す る た め の 他 の 回 路 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ ０ 　 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 、 １ ２ 　 装 置 本 体 、 １ ４ 　 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 、 １ ６ 　 ２ Ｄ ア レ イ
振 動 子 、 ２ ８ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 、 ３ ０ 　 整 相 加 算 部 、 ３ ２ 　 Ｄ ／ Ａ 変 換 部 、 ３ ８ 　 受 信 処 理
部 、 ３ ９ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 。

10

20

30

40

(8) JP 2005-40418 A 2005.2.17



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(9) JP 2005-40418 A 2005.2.17



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2005040418A 公开(公告)日 2005-02-17

申请号 JP2003278939 申请日 2003-07-24

[标]申请(专利权)人(译) 日立阿洛卡医疗株式会社

申请(专利权)人(译) 阿洛卡有限公司

[标]发明人 笠原英司

发明人 笠原 英司

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/BB07 4C601/BB08 4C601/EE11 4C601/EE13 4C601/GA02 4C601/GB03 4C601/GB06 4C601
/GB11 4C601/GB18 4C601/GB22 4C601/HH28 4C601/JB03 4C601/JB08 4C601/JB10

代理人(译) 吉田健治
石田 纯

其他公开文献 JP4087762B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在探头内部执行数字相位加法处理并且在探头连接到设
备主体的情况下在超声诊断设备中使探头电缆变窄。解决方案：数字定
相加法部分30安装在探头10内，数字定相加法信号由数字/模拟转换部分
32转换成模拟信号。作为模拟信号的定相加法信号被传送到装置主体12
并且被重新转换为数字信号。虽然作为数字信号需要多条信号线作为传
输，但是模拟信号基本上只需要一条信号线。可以在探头内部执行从属
定相加法处理，并且可以在装置本体内部执行主定相加法处理。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/cced69fd-95c0-4861-a22f-a5f293592f7c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034265198/publication/JP2005040418A?q=JP2005040418A

